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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、胃抑制ポリペプチド（GIP）のGタンパク質共役受容体をコードしています。GIPはもともと腸管抽出物中の胃酸分泌とガストリン放出を阻害する活性として同定されましたが、その後、高血糖下でインスリン放出を刺激することが実証されました。この遺伝子を欠損したマウスは、経口ブドウ糖負荷後、血糖値が上昇し、初期のインスリン反応が阻害されます。したがって、この遺伝子の欠陥は糖尿病の発症に寄与している可能性があります。[RefSeq提供、2011年10月],機能：これはGIPの受容体です。この受容体の活性は、アデニル酸シクラーゼを活性化するGタンパク質によって媒介されます。,類似性：Gタンパク質共役受容体2ファミリーに属します。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	GIPR抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	GIPR抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肝癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	GIPR 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	GIPRポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

